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差 別 的 な 生 物 種 名

伊 豆諸 島の鳥 島に住 む大型の海鳥 アホウ ドリは、

食川 ・羽毛採取の ため 人量 に撲殺 され 、現在絶滅に

瀕 している。地上での動作が鈍 く、殺鐵が容 易だっ

たことか ら、捕獲者 にこの名で呼 ばれた 。 「海の王

者をバ カ呼 ばわ りとは、アホウ ドリの改名 を提 言、

東邦 大学 ・長 谷川助教授 」 とい う記事が北 海道新 聞

に載 った(97年3月),,彼 はこの鳥 の保 護 と繁 殖 に

長年取 り組 んで 来た研 究者で、その献身的努力によ

り昨年 末に は鳥数が約1000羽 まで回復 した。彼が ア

ホ ウ ドリの改名 を提 言する気持 ちは よく分 かる。

この記事 よ りだいぶ昔になるが、ママコ ノシリヌ

グイの改 名 を訴 える投書記 事を新 聞で 読んだ。 この

植物 は原野 や道端 でご く普通 に見 られ る タデ科の1

年生草本で 、茎には逆向 きに多数の棘が生えている。

種 名の意味 は"継 子の尻拭 い"で 、逆向 きに棘のあ

る茎 で継子のお尻 を拭 く(継 母が継 了を嫌 って虐め

る時 にお尻 を引 っ掻 く)と い うところか ら出ている。

投 占=を嵩1いた女性は 子連れの男性 と結婚 していた、,

ある時、 この 女性が小学生の息子 と親 子自然観 察会

に参加 した。た また ま、息子 に この植物 の種 名を尋

ね られた インス トラクターは得意になって名前の由

来を話 し、脇 で話 を聞いていた この女性 は とて も悲

しい思い を した とい うn「 私 と同 じ立場 にあ って 、

実子 と思 ってr供 を慈 しんで いる大勢 の女性の気持

ちを まさに"逆 撫で"す る、この よ うな差 別的種 名

の存在 を絶対許せ ない」 とい うので ある。 この 女性

の気持 ちも大変 よ く分か る。

その気 になって差別的 と思 われ る名前 をもつ動物

種 を調べ てみ ると、これがずいぶん 多い,、前述の ア

ホウ ドリ(阿 呆)の 他 に、 イザ リウオ(い ざ り)、

オニヤ ンマ(鬼)、 コビ トカバ(小 人)、 ザ トウクジ

ラ(座 頭)、 ジ ョロ ウグモ(女 郎)、 チ ビ クワガ タ

(ち び)、 トウゾクカモ メ(盗 賊)、 ナマ ケモ ノ(怠

z

生物学 教授 上 口 勇 次 郎

け者)、 ハゲワ シ(禿 げ)、 メクラウナギ(盲)な ど

な ど。各語で1種 名 しか挙げ なか ったが、 コビ ト、

メクラ、チ ビとつ く動物数はそれぞれ2桁 に一Lる,,

動物 名だけで もそ うであ るか ら、植物 名 も加 えたら

まだ まだあるだ ろう。 メクラチ ビゴ ミムシは盲で 、

ちびで 、ゴ ミとい うr市 の差別川語 を もつ気の 毒な

昆虫であ る、,差別川語 を撤 廃すれば、"視 覚障害性

小型廃棄物ム シ"と い うす ごい名前 になる、,

こん な訳で、偏見のある名前 を もつ生物があ ま り

に も多 く、改名作業 は簡 単ではない。 アホ ウ ドリの

改名だけでお茶 を濁 そ うとした ら、1俺 達の こ とは

どう して くれる」 と他の生物達か らお叱 りを受 ける

ことになるだろ う、,それよ りもな に よ りも、1こ れ

も差別、あれ も偏 見 ・・」 と言い 、Zてて、次 々 と言

葉狩 りを し、種 名変 更 した だけでfi"iに 差別が な く

なるのだろ うか とい う疑問があ る。人 々の心か ら差

別の気持 ちが な くならない限 り、今の差別川語 を撤

廃 して もそれ に取 って替わ る新 しい差別語が誕生す

るだけの ことにな りかねない、、

1動 物の命名は 人々の歴 史を反映 している,,我 々

の命 名のあ るものは 、無知、虚飾 、頑迷お よび個人

的偏見 に固執 しす ぎた結 果であって、この ことは、

般 の言語が民族 の習俗 、 自負、偏 見の結 果と して

生 じた ものであるこ とに似 ている■ このxは 、

国際動 物命名規約 の序文の一部 を要約 した ものであ

る、、新種 を発見 した研究 者にはその生物の種 名を付

ける権 利が与 え られ る。 しか し、研 究者が種 名を付

す時の大 きな責任 について は、ついぞ大学 の溝義で

お 目にかか らなかった,,

まだ まだ地球上 には無名の生物がた くさんいる、

新種 と同定 された時 、その生物 はいかなる種 名を与

え られ 、現代のいか なる世相 を背負って行 くことに

なるの だろうか 、



卒後10年 目に して思 うこ と
一 日 々

、 感 謝 一

第11期生 小 笠 寿 之

まず は、私の10年 間を振 り返 ってみ ます。学生 時

代か ら心臓 に興 味があ り、試験対策 も1内(循 環器

のみ)担 当だったので、その まま小野寺教授 の第一

内科 に入局 しました。同期 は10人(赤 坂、井手、上

北 、太 田、木戸、中村 、西垣 、廣島、山])で した。

一度
、小野寺教授 に 「オーベ ンは誰ですか//」 と怒

られたことがあ りました。松橋先生(5期)に は大

変心労 をか けて しまい ました。前半は循環器、後半

は呼吸器 を回 りました。一年 間を通 して忙 しかった

け ど、充実感 はあ りました。始め興味 は循 環器の心

エ コー検査で したが、次 第に呼吸器疾患(特 に喘息)

に移 りま した。私はCOLD(慢 性閉塞生肺疾患)

を"commoncold;風 邪"と 思 って い る ような 学

生で したが 、結局呼吸器 を選ぶ ことに しま した。2

年 目は名寄市立病 院で した(く じで決 ま りま した)。

1期 の赤石先生、6期 の田中先生が私 と同期の山]

君 を指導 して くれ ま した。横隔膜 よ り頭側の疾患 を

担 当 しま したので(腹 部 は2内)、 意識 障害 は一 内

で した。毎 日どちらかが呼 ばれ 、脳出血や心筋梗 塞

は救急車 に乗 って旭 川 まで搬送 しま した。2内 の谷

君、束理君 とともに名寄 の夜 は若い私達が守 ってい

るんだ と言 う自負 もあ りました。3年 目の10月 に大

学に戻 りま した。小野寺教授の退官 と、菊地新教授

の就任 です。菊地教授が 来 られた時、 「ああ 、 これ

が江戸城明 け渡 しなんだな。」 と実 感 しま したが 、

あっ とい う間に 「明治維新」が始 ま り一内は変わ り

ました。5年 目は帯広厚生病 院で した。 ここでは北

大一 内の奥深 さを知 りました。つ いで に結婚相手 も

見つけま した。6年 目か らは大学の隣 にある旭 川 リ

ハ ビリテーシ ョン病 院で3年 間働かせて もらい ま し

た。3期 の丸山先生 、6期 の近江先生の もと民間病

院の厳 しさとともに、楽 しさも教 えられ ま した。毎

週木曜 日は退官 された小野寺先生が病院回診 に来 ら

れ ました。 回診の他 に、私の実験 について聞いてい

ただ きま した。5期 の中野先生、井手先生、生理 の

岩元先生 と肺循環(一 酸化窒素;NO)の 実験を行

い、学位論文を発表させていただきました。アメリ

カでの学会発表は大変楽 しかったです。9年 目は呼

吸器のメッカである道北病院で結核を含め呼吸器疾

患全般を研修させてもらいました。そして、平成10

年5月 から道立釧路病院に勤務 しています。10月か

らは一人となり、釧路地区の結核を私一人で見てい

ます。毎 日の外来 と2つ の病棟を持ち、副院長的な

事務仕事などをしています(身 分は医長)。 ハ ッキ

リ言って辛いです。今の私を支えているのは責任感

と家族です。さて今回、この10年 を総括するのに何

か良い表現はないか と考えたところ、「感謝」 とい

う言葉がふ さわしいのではないかと思いました。こ

の 『感謝」 という言葉は卒後10年 にとどまらず、私

の今までの人生においてもあてはまる言葉 と思いま

す。振 り返ると、この世に生を受けてか ら、両親、

兄弟、親戚や近所の人々に育てられた日々。医大卒

業 までいろいろな先生に教えられ、悪友達 と一緒に

学び、且つ遊んだ学生時代。卒業後、一人の医者 と

して始めた新たな社会生活。バイ トも含め色々な病

院へ行 き、多 くの先生やスタッフ、そして、様々な

患者 さんとの出会い、多 くの経験をさせていただき

ました。この日々の積み重ねが、今の私を形成 して

いるのだと考えました。多分、今までの出会いや、

経験はちょつとした偶然によって起 きたものなのか

も知れません。しかし、その集まりが今の私を作っ

ているのですから、この 「ちょっとした偶然」とは、

実は、私にとっては 『意味のある偶然」であったの

だと思います(柳 田邦夫の受け売 りです)。 だか ら、

現在私はこの 「偶然」に出会えたことに日々感謝 し

ているのです。このような理由で 「感謝」 という言

葉 を選びました。

最後に仕事が どんな辛い時で も、いつ も笑顔で私

を元気にさせて くれる妻 と、二人の子供にspecial

thanks.
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旭川医科大学に留学 して

大学院 第4学 年 金 股 鉄

時は 「光陰矢の如 し」のように、私が旭川医科大学

に留学に来てか ら、既に5年 になろうとしてい ます。

現在 は、日々憧れの博士課程学位発表の時期 も近づき、

最終 コーナーをがんばって、走 っている最中です。 こ
の5年 の留学は、私 にとって極めて貴重 な経験であ り、

ある意味では私の学問人生の大事 な転機点だ と思い ま

す。ささやかですが、この場 を借 りて、私 にこの留学

チ ャンスを与 えて くだされた第一内科菊池教授 、そ し

て、平常に私の研究 と生活を面倒 して くれた長谷部先

生 と第一内科医局員一同に心か ら御礼 を申 し上げます。

さて、私は中国の東北地区の吉林省出身で、金 股

鉄(JinYin-Tie)と 申します。日本人は私 を"キ ン

さん""キ ムさん""チ ンさん"の 様々な呼方を しま

した。実は"Jin"の 発音が一番正 しいですが、通常

は呼びやすい通称"キ ン"を 使っています。私 が 日本

の言葉に興味持 ったのは、幼い時から、祖父の"い ち、

に、さん…"日 本語で数える習慣をいつ も見て、 口本

語 を聞いたことがあったことが きっかけです。その う

ち、私はなにげな く日本の国に特別な憧れ を持 つこ と

になりました。中学校3年 生の時か ら、中国の外 国語

勉強政策が回復 され、私は外国語科 目として 口本語 を

選択 し、高校、大学時代 も日本語の勉強に力 を注 ぎま

して、いつか日本 に留学 したい気持ちで した。中国で

医科大学 と修士課程 を終 えた時、第一内科菊池教授の

推薦 で口本国文部省国費留学生の身分で旭川医科大学

に留学することにな りました。旭川に来る前 に、映画

とかテレビ、雑誌な どで北海道の冬の風景 を見た私は、

北海道は大変寒い所 と思って、冬用衣類をた くさん備

えて来 ましたが、旭川はそれほど寒い所ではあ りませ

んで した。実は中国で私が住 んでいた所は北方の方で、

冬は結構寒 く、綿帽子 をかぶる程度です。

私が 日本 に到着 した 日はちょうど阪神地区に大地震

が起 きた翌 日で した。私は関西空港 より日本 に入 国 し

ましたが、大阪市に住む人々は、地震による恐怖感 に

溢れていたことが印象的で した。大阪で二 日間滞在 し、

救急車のサイレン音の靡 く中で、街 を歩 きなが ら、憧

れの 日本の街景 を見物 した。三 日目に旭川行 きの飛行

機に乗 り(乗 客者全 員10人 程度 、地震原 因?)、 旭川

空港 に到着 しました。迎 えにきていただいた第一内科
の箭原先生、稲葉 さん、澤田さんの案内で、車で雪の

『トンネル』を走っていた私 の気持 ちは、同 じ日本で

も旭川は違 うなとい う感 じで した(95年1月 は雪がす
ごかった)。 しか し、菊池教授 の主催で 第一内科医局
一同の熱烈な歓迎会で旅の疲れ と不安感(地 震)も 柔

らぎ、旭川での生活 を本格的に始めることにな りま し

た。それから1年3カ 月の臨床研修 を終えて、大学院

博士課程のコースに入 り、長谷部先生の研究 グループ

に配属 され、忙 しい日々を過 ごしました。動物実験の

経験が少 ない私は、実験 イヌの麻酔か らsetupま で一・

人ですることに非常 に苦労 しま した。そこで、実験 イ

ヌの麻酔前において、無理な く親切 にイヌと 「交流」

と 「付 き合い」を十分 した うえで、イ ヌの 「納得」 と

「協力」 を求める方法 を工夫 しま した。最初 か ら無理

してふるまうと、イヌに 「不親切」と判定 されて しま

い、自然の 「付 き合い」が出来ず、イヌ様 にス トレス

を加 えて、血中のカテコールアミンの上昇 をもたらし、

結局、実験のdataに も影響を与えることになります。

今は、実験 もやっと終わ り、実験dataの 整理中ですが、

実験 ノー トに記録 されている当時の一匹一匹の イヌの

異なる反応、状況 を再 び見ると、かわいいイヌを自分

の実験 の犠牲に したことが極めて残酷的だったなとい

う思い もあ ります。

研究の話 はここまでに して、私 は旭川で他 にもた く

さんいろいろな経験がで きました。元来スポ ーツが下

手だった私で したが、雪が多い旭川で、毎年学生課が

主催 される冬のスキー教室 に参加 し、専門指導教 師の

指導でオリンピック選手並みに滑ることがで きるよう

にな りました(誇 大 ・恥 ずか しい〃)。 また、 ドライ

ブで北海道の温泉をた くさん廻 り、中国では出来ない

温泉の旅をたっぷ り味わいました。また、子供 も旭川

市で生 まれ、今 は保育所 に通うことになって、 口本語

も上手にしゃべれるようになり、これから中国に帰る
とむしろ中国語 を外国語 として教えなければ ならない

現状です。本当に、旭川市 は私 と家族にとって決 して

夢 に忘れることのない特別 な所であ ります。

次に、自分が5年 近 く日本 に住んで感 じた ことを書

きたいと思います。私は、旭川市国際交流課、医大の

学生課或いは民間団体の主催でいろんな交流会に も参

加 したことがあ ります。このような会議やパーテ ィの

目的は主に外国人留学生 と日本人 との国際交流でした。

しか し、多 くの集 まりは効果的でな く"事 半功倍"に

な り、本当の心の交流は出来なかった と思い ます。 こ
れはお互いにまだなかなか崩されない偏見 を持ってい

るか らこそです。もちろん、国はその国その国の歴史・

文化 ・宗教 ・風俗習慣の上で築かれた国民性があ り、人
はそれぞれの性格 、教育の程度、社会 と家庭の背景や、

人生の経験 も違 うと思い ます。しか し、これか らの時

代は各国の垣根が なく、相互依存関係が深 まるグロー
バル化、国際化 し、平和 に共存する世界 になるで しょ

う。特 に、私たち外国人留学生は 日本で勉 強、生活す

る中で、誰よ りも文化、習慣の違いを敏感に直感 する

ので、まず日本の多様な価値観 ・倫理観 ・生 き方 な ど

も自分な りに認識 して、偏見無 しに学び、 この国の人
たちの息遣いや心の伝わ り方を素直に理解 して、受け

入れるべきだと思います。みなさんはどう思いますか?…

私はいつ も日本の友人であ り、将来 日本で学んだい

ろいろな知識を、自分が どこにいても周 りの人に 日本

の良い文化、習慣、精神 を積極的に伝 えたい と思 って

お ります。

最後に、今 までお世話になった第一内科教 室一 同の

方々お よび旭川医大の皆様に深 く感謝 を申 し上げます。

本当にあ りがとうございました。
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医学科第3学年 松 岡 貴 子

解剖体慰霊式が行われた日、にわかに式場 となっ

た体育館でご遺族が退出されるのを見送 りながら、

ここに集まった方々は皆、身内をなくしたのだと改

めて思った。長い間お預か りし解剖させていただい

た大切な御遺体 をやっとお返 しし、御挨拶できる日

を迎え、何か一区切 りつ くように想像 していたが、

そうではなかった。私は、この方々と、献体 を決意

された御本人の思いにきちんと答えることができた

のだろうかという疑問が立ち上がった。

振 り返ると、解剖学実習は春休みが明けたばか り

の、新学年の第一日目から始まった。講義室での短

い説明の後実習室へ移動 して、実習を始めるに当たっ

ての準備をした り注意 を聞いたりした。それから実

際の実習が始まった。解剖実習の始まりだった。

予習の段階で実際に必要な図や説明はなかなか見

つけられず、実習の最中に勉強不足を痛感させ られ

ることが多々あった。人体の構造を実際に見、多 く

を学ぶ と同時に、その複雑で巧妙で繊細な世界に畏

敬の念を感 じた。そ して、私にわからないことはま

だ山積 しているのだった。

御遺体からは与えられるばか りで、私には感謝を

表すすべがなかった。医学教育の中で御自分の体を

解剖することを私達学生に許 して下さった方々がい

たことを私は一生忘れることはないだろう。その御

決意を受けとめ、これから、知識を身につけ、人の

役に立つことができるように努めていこう。そ して

寄せ られた善意へのご恩をお返 していこうと思う。

いつか自分の受けた教育を振 り返るとき、教官は

もちろん、大学でお世話になったすべての人と、献

体を決意された御本人と慰霊式でお迎えした御遺族

を私はきっと感謝と共に思い出すだろう。

そ してまた、いつも忘れがちになるけれど、出会

う人にはそれぞれ、その人を思い支えるそ してその

人に支えられる家族や大切な人々がいる事 を忘れな

いでいようと思う。

一

医学科第3学年 渡 邉 浩 司

解剖学実習は4月 中旬から6月 下旬まで、毎週4

回、昼か ら夕方(時 には夜)に かけて行われた。

3年 生に進級 して医師になる人誰 もが体験 してき

たこの実習を目前とした時、とうとうこの時が来た

という期待 と、この実習に絶えられる精神力、体力

が自分にはあるだろうかという不安を何か漠然とか

かえていた。こうして迎えた実習初 日に実際に御遺

体を目前にして、やは り今までに体験 したことのな

いような緊張と不安に襲われた。 しか し、この御遺

体は確かにかつては生きていて、自らの意思で医学

のために身を捧げて くださったのだと考えると、大

切に扱わなければならない、そして自分を悔いの残

らないような実習にしなければならないと思った。

それからの実習は確かに今 までにないくらい大変

な実習だったが、毎日の実習が本当に発見と驚きの

連続だった。教科書の記述通 りの構造を発見して人

体の構造の巧妙さに感動 し、時に現れる教科書とは

異なる構造を発見 してその人の個性を実感 した りと

本当に教科書からは決 して得られないものを御遺体

は我々に教えて くださった。必ずこれらの知識、経

験はこれか らの医師 としての人生の中で生きてい く

ものと確信 している。

9月 の慰霊式には、御遺族の方々が多数いらして

いた。我々がこのような貴重な体験をで きたのは、

医学のために献体をして くださった方の意思、御遺

族の方々の理解、実習の場を提供 していただいた大

学関係者の努力など、いろいろな人の支えがあって

可能となったものだとこの慰霊式では実感させ られ

た。これからも医師になるために多 くのことを学ん

でいかなければならない。その中にも様々な人の支

えがあることを忘れず、その意志を裏切ることのな

いよう立派な医師を目指 して学んでいこうと思 う。

一5一
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ワンダー7オ ーゲル部

小 高
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子
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皆 さんは"ワ ンダーフォーゲル"の 意味 を知 って

いますか?"登 山"と い うイメージがつ きがちです

が 、 ドイツ語 で元元"渡 り鳥"と い う意味だそうで、

そこか ら、山野 を歩 き、自然 に親 しみ、懇親 をはか

る活動 を意味す る ようになったそ うです。我々 ワン

ダーフ ォーゲル部 もその意味 に違 わず、 自然 をこよ

な く愛 するメ ンバ ーで構成 されています。

我が 部は ・応体育会系 の部活 には属 して はい るも

のの、他 の部の ような東 医体 なる 日標 とす る大会は

存在せ ず、 もちろん練習 も存在 しませ ん。行 きたい

時に行 きたい場所 に行 き、 目いっぱい楽 しむとい う

のが我 が部のモ ッ トーであ り、セールスポイン トで

あ ります。ただ、動 もする と単 なる旅行部 にな りが

ちか もしれ ません。

では、 ワンダー フォーゲル部 の実際の活動内容 を

今年行 った函館 遠征(5月 上旬)を 例 に とってみて

み ることに しま しょう。

1日 目は 、旭 川→富 良野→ 日高→室蘭 を経て、洞

爺湖畔でキ ャンプ。 この時期 の富良野 ・日高地方の

景色 は最高ri、 富良野では彼 の有名な 「北の国か ら」

のロケ地 を散策、その ワイル ドさにはワ ンゲ ラー も

脱帽 。室蘭で は地球岬 を訪れ地球 の丸 さを実感。洞

爺湖 では有名 な洞爺湖温泉に入るつ もりが部長の手

違 いか ら入浴 出来ず、部長のズサ ンな旅行計画が露

見。2日 口は ・路函館 へ。駒 ケ岳 、大沼 など絶景 を

楽 しみなが ら到着 、五稜郭公園の桜 、函館 の街の夜

景 を堪能 しま した。3日 目は、松前経 由 してここで

も桜 を堪能 、一・路小樽へ と向かい ました。小樽で は

朝里 川のほ とりの コテー ジにて皆で鍋 をつ つ き、旅

の思 い出な どを語 り合い ま した。

これは、ほんの一例 にす ぎません。雄大 な自然 を

有する北海 道、その中心の旭川 とい う絶好 の場所 に

位 置する我 が医大 、我が ワ ンダーフォーゲル部の活

動は とどまる ことを知 りません。最後にな りました

が、 こんな部 を温 か く見守 って下 さる顧 問の山内一

也先生には大 変感謝 してお ります。

[===二
一一一 一 一 一 一 一]

旅 と鉄 道 研 究 会

医学科4年 神 保 絢 子

世の中色々な人がい ますが 、時折 、理屈ぬ きで、

兎 に角、鉄道やそのにおいのする ものが好 き、 とい

う人がい るようです。 こうい う人 を、「鉄分が濃 い」

と形容す ることを御存知で しょうか。

今 を去 ること10年 間、○月 ×日。旭川市内の本屋、

専 門的鉄道書 コーナー にて、後に鉄研顧 問 となる平

義樹先生(解 剖学第2教 室)と 初代会長 となる田中

新亮先生(当 時学生)が 偶然出会い、互いの趣 味 を

知 りま した。 この運命的出会いが きっかけ とな り、

それまで は個 々で活動 していた 「鉄分の濃い」学生

達が引 き寄せ られ 、翌年、旭川医科大学 に 「旅 と鉄

道研究会(略 称、「鉄研 」「旅鉄」)が 発足 とな りま

した。

当時の活 動は、部 員各 自の得意技 能 を生 か し、頭

と体力 をフルに使った激 しいものだったようで、数々

の武勇伝 が残 され、現在 の活動の基盤 となっていま

す。

鉄研 の活動内容 は、各地 の路線 ・廃線跡 を取材 し、

道中美味 しい物 を食べ 、温泉 につか り、お宝 を収拾

す るとい うものです。今年 はSLす ず らん 号に乗 っ

て きま した。

現在 は、発足 当時の先 鷺方 は ドクターとなられ、

部員の半数 は女子学生 とい うように雰囲気 も変わっ

て きま した。それで も、企 画が ある と参加者の半数

はOBと い う くらい、先 輩方 も活動 に参加 して下 さ

り嬉 しい限 りです。

鉄道 とい うのは 、なか なか深 い、味 のある世 界で

す 。それを研究す る会 を、皆様 、暖 か く見守 って下

さい。踏み込みたい方は、是非一緒 にどうぞ … 。
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寄生虫学講座助手 迫 康 仁

寄生虫学講座は現在、伊藤亮教授、宮本健司助教

授 、中尾稔助手、迫康仁助手、盛真智子事務官、伊

藤園予実験助手の6名 で運営 されています。また、

中谷和宏教務職員(動 物実験施設)も 研究活動に参

加しています。本講座では内部寄生虫症(北 海道で

問題となっているエキノコックス症、発展途上国に

て問題であ り、また新興 ・再興感染症として注目を

浴びている有鉤嚢虫症)お よびダニ媒介性ボレリア

菌によるライム病を研究テーマ としています。内部

寄生虫症に関 しては、条虫種間における抗原蛋白質

が類似 しているため種特異的な1(IL清診断法が開発さ

れていませんで したが、本講座にて種特異的な抗原

蚤自質の簡便な精製法が確立 され、それを用いた血

清診断法は国際的にも評価を受けています。現在は

すでにその抗原蛋白質の遺伝 ∫クローニングに成功

し、組換え蛋白質を川いた血清診断への応川 を検討

しているとともに、抗原蛋白質の性状解析 を行って

います。また、条虫類の系統進化や疫学研究という

[一

観点か ら、 条虫 ミトコン ドリアゲ ノムの解析 も行っ

てい ます。すでに ミ トコン ドリアゲ ノムの全塩基配

列 を決定 してお り、 これは扁形動物 門において世 界

初の業績 です。 この成績 よ り、扁 形動物 門の ミ トコ

ン ドリア遺伝 暗号 表が書 き換 え られる 可能性 が出て

きます。 ライム病 に関 しては、媒介 ダニの疫学調査、

分離 菌の分子生物学 的な比較解析 、ボ レリア菌 の生

物学 的特性 を中心 に研究 を行 ってい ます 。本講座 は

海外研究者 との共 同研究 も盛 んな上 、流行地域への

技術提供 を行 うこ とによ り積極 的に国際交流 を進め

てい ます 。(写 真:中 国よ り来 られた朴 先生 、 タイ

よ り来 られたバ ロ ン先ノ1.と)

]

解 麟 体 慰 懸 講 i;:公1鷺i講…i蓬i鍵…飛iii謎ii……熟1;編:…・

平成11年 度解剖体慰霊式が9月22口(水)午 後1

時30分 か ら本学体育館 において執 り行 われ ました。

本年度の対 象御遺体 は,系 統解剖29名,病 理解剖

51名,法 医解剖85名 で,慰 霊式においては,諸 霊の

御霊 に対 しご冥福 をお祈 りするため黙 とうが行 われ,

引 き続 き久保学長 と学生代表(医 学科 第3学 年松 岡

貴 の か ら追悼の辞が述べ られ ました。

その後,御 遺族 と御来賓0)方 々及び教職 員,学 生

の代表か ら献花が捧げ られ,亡 くな られた方 々の御

遺徳 を偲 びご冥福 を祈 念 しました。(庶 務課)

麗

講
麟
講
灘
隅醜 翻

平成11年 度本学公開講座が 『老年 医学 の最前線』

をテ ーマ に10月6fi(水)か ら11月1日(月)ま で

の実6日 間 、市内ホテル において開催 され ました。

本講座では、健やかな 「か らだ」 と 「こころ」 で

豊か な老年期 を過 ご していただ くために、本学 の内

科、精神科、整形外科 及び脳 神経外科 の 専任教官 並

びに医療 法人社 団旭 川圭 泉会病 院の直江 寿'郎 病 院

長が専門分野の立場 か ら老年 医学 の最新 の知識 をス

ライ ドを使いなが ら受 講者 に分か りやす く解説 し、

個々の健康管理に役立てて欲 しい と願 う熱気が伝 わっ

て きま した。

今同のプ ランナー と して、種 々 ご協 力をいただ き

ま した 丁・葉教授 をは じめ関係教職 員に心 か ら感謝 申

し ヒげ ます。(学 生 課)

樫 擁Ll導 秘
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セ ク シ ュア ル ・ハ ラ ス メ ン トの 防 止 に つ い て

本学では、セクシュアル ・ハラスメントは人権に関わる重要な問題と位置づけ、セクシュアル ・ハラスメン トの
被害者の相談を受ける窓口(相 談員)を 設置するとともに、防止等に関する規程及びその関連する要項が9月8日

開催の教授会で決定され、同日付けをもって施行 されました。
また、rセ クハラのないキャンパス ・ライフ」と題 して、セクシュアル ・ハラスメン トについての分か り易いパ

ンフレットを作成し、学生諸君に配布したところであります。

セクシュアル ・ハラスメントをなくすためには、何 よりも相互の理解と信頼 ・人権の尊重が重要であ り、学び易
い環境づ くりのために、全てが一貫となって考えていかなければならない重要な問題であることを是非理解 してい

ただきたいと願ってお ります。

旭川医科大学におけるセ クシュアル ・ハ ラス
メントの防止等に関する規程

(目的)
第1条 この規程は、セクシュアル ・ハ ラス メン トの防

止及び排除のための措置並びにセクシュアル ・ハ ラス
メントに起因する問題が生 じた場合 に適切に対応する

ための措置(以 下 「セクシュアル ・ハ ラスメン トの防
止等」という。)に 関し、必要 な事項 を定めることに

より、旭川医科大学(以 下 「本学」 という。)に おけ
る人事行政の公正の確保、職員の利益の保護及び職員

の職務能率の発揮並びに学生等 の修学環境の維持 ・向

上を図ることを目的とする。

(定義)
第2条 この規程において、次の各号 に掲げる用語の意

義は、当該各号に定めるところによる。
(1)セ クシュアル ・ハラスメント 職員が他の職員、

学生等及び関係者を不快にさせる性的な言動並びに

学生等及び関係者が職員を不快にさせる性的な言動
② セクシュアル ・ハラスメン トに起因する問題 セ

クシュアル ・ハラスメントのため職員の就労上又は

学生等の修学上の環境が害されること及びセクシュ
アル ・ハラスメントへの対応 に起因 して職員が就労

上の又は学生等が修学上の不利益 を受けること。

(職員の責務)
第3条 職員は、この規程及び文部省大臣官房人事課長

が定める指針(以 下 「指針」 という。)に 従い、セク

シュアル ・ハラスメントをしない ように注意 しなけれ
ばならない。

(監督者の責務)
第4条 職員を監督する地位にある者(以 ド 「監督者」

という。)は 、次の各号に掲げる事項に注意 してセク
シュアル ・ハラスメントの防止及び排除に努めるとと

もに、セクシュアル ・ハラスメン トに起因する問題が
生 じた場合には迅速かつ適切に対処 しなければならな
いo

(1)日 常の執務を通 じた指導等により、セクシュアル ・
ハラスメントに関し、職員の注意を喚起 し、セクシュ

アル ・ハラスメントに関する認識を深めさせること。

(2)職 員の言動に十分な注意を払 うことにより、セク
シュアル ・ハラスメント又はセクシュアル ・ハラス

メントに起因する問題が職場 に生 じることが ないよ

う配慮すること。

(学長の責務)

第5条 学長は、本学の職員及び学生等に対 し、 この規
程の周知徹底 を図らなければならない。

2学 長は、セクシュアル ・ハラスメン トの防止等のた
め、本学の職員及び学生等に対 し、パンフ レットの配

布、ポスターの掲示、意識調査等により啓発活動を行

うよう努めるもの とする。
3学 長は、セクシュアル ・ハラスメン トの防止等を図

るため、本学の職員及び学生等に対 し必要 な研修を実

施するものとする。
4学 長は、新たに職員となった者に対 してセクシュア
ル ・ハラスメントに関する基本的な事項について理解

させるため、及び新たに監督者 となった職員に対 して
セクシュアル ・ハラスメントの防止等に関 しその求め

られる役割について理解 させるため、研修 を実施 しな

ければならない。

(苦情相談への対応)

第6条 本学におけるセクシュアル ・ハラスメントに関
する誇情の申出及び相談(以 下 「苦情相談」という。)
に対応するため、総括相談員及び相談員(以 下 「総括

相談員等」という。)を 置く。
2総 括相談員は、教育研究及び厚生補導担当の副学長

をもって充て、職員及び関係者に係る相談員は総務部

庶務課長並びに医療担当の副学長並びに看護部の部長

及び副部長をもって充て、学生等に係 る相談員につい
ては、別に定める。

3苦 情相談に当たっては、複数の相談員が対応するも

のとし、苦情相談を行 う者 と同性 の相談員が同席する
よう努めるものとする。なお、同性の相談員が同席で

きない場合は、相談員が指名 した職員が同席すること

ができるものとする。

(相談員等の責務)

第7条 総括相談員等及び相談員が指名した職員(以 下
「相談員等」という。)は 、苦情相談に係る問題の事実

関係の確認及び当該苦情相談に係 る当事者に対する指

導 ・助言等により当該問題を適切かつ迅速に解決する
よう努めなければならない。この場合において、相談

員等は指針に十分留意 しなければならない。
2相 談員等は、苦情相談への対応に当たっては、関係

者のプライバシーや名誉その他の人権 を尊重するとと
もに、知り得た秘密を他に漏 らしてはならない。

(人事院への苦情相談)

第8条 職員は、人事院に対 して苦情相談を行 うことが
できる。

(不利益取扱の禁止)

第9条 セクシュアル ・ハラスメン トに関する苦情の申
出、調査への協力その他.r.当な対応をした職員、学生、

関係者等に対 して不利益な取扱いをしてはならない。
(雑則)

第10条 この規程に定めるもののほか、セクシュアル ・
ハラスメントの防止等について必要 な事項は、学長が

別に定める。
附 則

この規程は、平成11年9月8日 から施行する。

旭川医科大 学におけ る学生等のセ クシュアル ・
ハ ラスメン トの相談への対応に関する要項

(平成11年9月8日 教授会決定)

(趣旨)
第1こ の要項は、旭川医科大学におけるセクシュアル ・
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ハラスメントの防止等に関する規程第6条 第2項 の規

定に基づき、学厘等のセクシュアル ・ハラスメン トの
相談への対応に関し必要な事項を定める。

(苦情相談への対応)

第2学 生等からのセクシュアル ・ハ ラスメン トに関す
る苫:情の申出及び相談(以 下 「苦情相談」 という。)

に対応するため、次のとおり相談員を置 くものとする。

2セ クシュアル ・ハラスメントに関する相談窓口とし
て、複数の相談員を置く。

3セ クシュアル ・ハラスメントに関する苦情相談を申

出る者は、自由に相談窓口を選択することができるも
のとする。

4学 生等から苦情相談の申出があった場合は、相談員

は速やかに対応 しなければならない。

5苦 情相談には原則として、複数の相談員で対応する

とともに、苦情相談を申出る者 と同性の相談員が同席

するよう努めなければならない。ただし、同席する相
談員については、苦情相談を申出る者の意思を十分 に

尊重 しなければならない。
6相 談員は、次に掲げる者をもって充てる。

(1)本 学の教官のうち学長が指名する者
② 保健管理センター専任教官(カ ウンセラー)及

び保健婦

(相談員会議)

第3相 談員は、相談員相瓦の連携 を図るとともに、 苦
情相談に適切に対応するため、必要に応 じ相談員会議
を開催することができる。

(調査委A会)

第4学 長は、必要に応 じセクシュアル ・ハラスメント
調査委員会(以 ド「委員会」 という。)を 設置するも
のとする。

(1)委 員会について、必要な事項は、別に定める。

(庶務)

第5学 生等の苦情相談への対応に関する庶務 は、教務

部学生課が行うものとする。
(その他)

第6こ の要項に定めるもののほか、学生等のセクシュ
アル ・ハラスメン トの防1ト等に関 し必要な事項は、学

長が別に定める。
附 則

この要項は、平成11年9月8日 から実施する。

師 肩 の塾 キャンパス ・ライフ

★セクシュアル ・ハラスメン トの定義
・相手の意に反する性的な言動(性 的な関心や欲求に

基づく言動をいい、性別により役割を分担すべ きと

する意識に基づ く不快 な言動を含む。)を 行い、そ
の言動に対する相手の対応によって、 自己の影響力

を行使 し、修学 ・就労 ・教育 ・研究等において、一

定の利益又は不利益を与えること、若 しくは与えよ
うとすること。

・相手の意に反する性的な言動により、修学 ・就労 ・

教育 ・研究等の環境を損なうこと。

・卑 狽 な写 真 ・雑 誌 ・記 事 等 を キ ャ ンパ ス 内 で 相 手

に 見せ た り、 見 る よ う強要 す る 。
・身体 を執 拗 に 眺 め 回す 。
・執拗 に 食事 や デ ー トに誘 う。

・性 的 な 内容 の電 話 を か け る 、 手 紙 ・Eメ ー ル を送

る 。
・身体 に不 必 要 に接 触 す る。
・トイ レや 更衣 室 等 を の ぞ き見す る 。

・性 的 な 関係 を 強要 す る 。
・宴会 や コ ンパ 等 で お酌 や隣 に座 る こ とを 強要 す る 。

・カラ オ ケ で の デ ュ エ ッ トを 強要 す る 。

・卑 狼 な 隠 し芸 を無 理 や り強 要 す る。

◎ 発言 に よる セ ク シュ ア ル ・ハ ラ ス メ ン ト
・ス リーサ イ ズ を 聞 くな ど身体 的 特 徴 を話 題 にす る 。

・聞 くに耐 え な い 卑狸 な冗 談 を交 わす 。
・体 調 が悪 そ うな 女性 に 「今 日は 生 理 か 」、 「も う更

年期 か」 な ど とい う。
・性 的 な経 験 ・性 生 活 につ い て質 問 す る。

・性 的 な噂 をた て た り、性 的 なか ら か い の対 象 に す

る。
・ 「男 の 子 、 女 の 子 」、 「僕 、 坊 や 、 お 嬢 さ ん 」 や

「お じさん 、お ば さん 」 な どの 人格 を認 め な い よ う

な呼 び 方 をす る 。
・ 「男 の くせ に 、女 の くせ に」 な ど と発 言 す る 。

★セクシュアル ・ハラスメン トを行わないために
1.相 互の人格を尊重 し合うこと。
2.相 互が大切なパー トナーであるという意識を持つ

こと。

3.相 互を性的な関心の対象としてのみ見る意識 をな

くすこと。
4.異 性 を劣った性 として見る意識 をなくす こと。
5.性 的言動についての受け止め方は個人間で差があ

り、相手が不快に思っていないか どうか配慮する
こと。

6,相 手が ヒ下関係や人間関係 に配慮 して不快である
ことの意思表示 をしない場合 もあることを認識す

ること。
7。 相手が拒否したり、嫌がっていることが分かった

場合は、言動 を繰 り返 さないこと。

★ セ ク シ ュア ル ・ハ ラス メ ン トを受 けた り、見 た り した ら?
一 人 で我慢 しない で

、 下 記の 相 談 員 に気 軽 に相談下 さい。

職 員 又 は上 級 生 な どが 、 自分 の 優 位 な 立 場 を 利 用

して 、 逆 らい に くい 立 場 にあ る 者 に そ の 者 が 望 ま な

い 性 的 な言 動 を繰 り返 した り、 そ の 目的 で 修 学 上 の

不 利 益 を与 え る よ う な こ とは 、 明 ら か に セ ク シ ュ ア

ル ・ハ ラ ス メ ン トで あ る。

★ セ ク シュ ア ル ・ハ ラ ス メ ン トに な り得 る性 的 な言 動

◎ 行 動 に よる セ ク シ ュ アル ・ハ ラス メ ン ト
・ヌ ー ドポ ス タ ー等 を キ ャ ンパ ス内 に貼 る

。

一 一 一 セ ク シュ ア ル ・ハ ラ ス メ ン ト相 談A

坂 本 尚志(生 理 学 第 二 講 座 教 授)a68-2330(内 線2330)

高後 裕(内 科 学 第 三 講 座 教 授)a68-2462(内 線2460)

上 口勇 次 郎(生 物 学 教 授)實68-2729(内 線2729)

良村 貞子(基 礎 看 護 学 講 座 教 授)魯68-2914(内 線2914)

岡 田 洋 子(臨 床 看 護 学 講 座 教 授)a68-2931(内 線2931)

北 村 久美 子(地 域保健看護学講座教授)盈68-2953(内 線2953)

武井 明(保 健管 理 セ ン タ ー講 師)ass-27s7(内 線2767)

玉川 憲t-(保 健管理 センター保健婦)a68-2768(内 線2768)
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学内における車の進入経路,学 生 ・教職員の駐車許ロ∫

台数,駐 車場所の指定等 ・連の学内交通規制に関す る事

項は,学 生の意見を含め大学が一丸 となって検討 し今 日

に至ってお ります。

特に,車 の進入経路 ・駐車禁止区域の設定については,

スムーズな車の運行と歩行者の安全確保及び万が一 にお

ける緊急車両の進入を考慮し決められたものであります。

また,降 雪期にあっては違法駐車は除雪 の大 きな妨げ

になりますので,違 法駐車は絶対 しないよう常識ある行

動を切に望みます。(学 生課)

教 官 の 異 動
転 出11.10.1病 理 学 第 一 助 教 授 李 康 弘

辞 職11.10.15耳 鼻咽 喉科 学 助 教 授 高 橋 光 明

昇 任11.12.1心 理 学 教 授 高 橋 雅 治

昇 任11.12.1耳 鼻咽 喉科 学 助 教 授 野 中 聡
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平成12年 度大学入試センター試験及び本学入学者選抜

第2次 試験実施に伴い次の期間講義実習棟,福 利厚生施

設棟及び体育館が立入禁止になります。

入試センター試験

平成12年1月14日(金)～1月17日(月)正 午

※1月17日(月)午 前は医学科第1か ら

3学 年及び看護学科学生は休講です。

第2次 試 験

【前 期 日程 】

平 成12年2月24日(木)～2月28日(月)正 午

【後 期 日程 】

平 成12年3月10日(金)～3月13日(月)正 午

(学生 課)

L 一
生理学第二講座

助教授 高草木 薫

グロー バル ス タ ンダー ド

グローバ ルスタンダー ド(Globalstandard)と 言

う言葉を最近良 く耳にします。世界規準 とか世 界標準

という訳語がついているようです。日本の大学 のあ り

方や、研究 ・教育の隅 々までその うちにこの言葉 が浸

透 して行 く様な気が します。国立大学の独 立法人化が

ほぼ決定 しました。日本が 「自ら作 った国立大学 の現

状にNoと い う答えを出 した」ということの様 です。

科学新聞(平 成11年8月20日)に よる と、文部省 の有

職者懇談会でr法 人化拒否大学は予算縮減 、受け入れ

大学 には恩恵』とい う記事が載ってい ます。 この内容

はともか く、何故、日本が国立大学の改革 を必要 とし

ているのかを熟慮す る必要があると思 う。その理 由 と

して、r研究の国際競争力の向上、研 究成 果の社 会 ・

産業への寄与』が挙げ られている様 です(「 今後 の国

立大学等の在 り方に関す る懇談会の概要」よ り)。

国際競争力 とい う観点か ら、私の経験 した米 国につ
いて触れてみ ます。米国の殆 どが州立大学 と私立 大学

です。州立大学 も、州が建物 を提供するだけであ り、

教官全体の研究費や生活費、建物の維持費、人件 費等

は殆 どが研究者へのグラン ト(広 義の研究 費)で 支給

されます。従 って、高額のグラン トを持 つ研 究者 を各

大学は獲得 しようと試みる。また教育専任教官 は、学

生による講義の評価 により給料が左右 されるため、常

に良い講義 を心掛けていました。一方 、グラ ン トを確

保で きな くなり研究室を追われた教授や、主任教授 を

解任 された教授 もい ました(主 任教授は、その講座 の

助手以上のスタッフの選挙 で決定 され る)。 しか し、

競争原理の中から素晴らしい先進的研究が生 まれ まし

た。その研究 には豊富な資金援助が され、国内外 か ら

優秀な研究者やボス ドク、大学院生が集まって きた。

結局、競争原理の長所 と短所 を見て きた訳ですが、米

国のボスの話 しでは、競争社会を勝ち抜いた優 秀な研

究者や臨床医になって始めて良い教育を施す ことがで

きるとい うことです。教官の知名度の高さが、学生の

講義 を聞 く態度 に反映され、かつ、学生 はその教 官か

ら学んだ ことを誇 りに感 じると言 うのです。米国で も

医学部に入学す る学生の知的 レベルは 口本同様に高い。

その学生の優秀 さを引 き出せないのは学生の努力不足

と嘗 うよりも教官の力不足であると認識すべ きとの こ

とで した。

文部省はある意味でグローバルスタンダー ドの言葉

を借 りて国立大学の独立法人化 を主張 してい ますが、

「大学の教官 として高い給料を支払 っているの だか ら、

生産性のある成果を出 しなさい」と言いたいのが本音

では無いで しょうか?「 生産性のある成果」 とは 「競

争力のある研 究や、社会 ・産業に還元で きる研 究 ・教

育の普及」とも言え ます。 しか し、「学術や基礎研 究

はそれ自体で文化 としての要因を持つ という考 え方」

も重視 しなければな りません。これ らの観点 を熟慮 し

た上で大学 を改革す るには、組織一人一人の意識改革

が最優先 されるべ きで しょう。これはシステムや カリ

キュラムの変更を必要 としません。まつ我 々が これ ら

の観点を認識 し優 れた研究者や優 れた臨床家 になるこ

と(orで あること)が 、良 き医学教育の基礎 となるこ

とを理解 しなければなりません。グローバルスタンダー

ドを意識 して大学の改革 を遂行することは、私達の責

任であると同時に、「将来、本学 の学生が世界規準で

物事 を考え、世界中で活躍する」為 に必要 なス テップ

です。(生 理学第二講座 助教授)
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